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第６３期公益社団法人有隣厚生会事業報告 

（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日） 

 

今期は、６2年間の法人の歴史の中で、最大級の赤字となり、経営的には、大変厳しい結

果となりました。公益性を第一優先に事業を展開してまいりましたが、急性期病院という不

採算事業に取り組む中で、法人事業を効率よく、かつ改革を大胆に推し進め、各病院の機

能がフルに発揮できる体制づくりを斬新に取り組んでいくことが肝要であると痛感しました。 

想定外の外部要因で御殿場市が黒字化し、不交付団体となったことで、当法人が予定し

ていた特例交付金が２期連続で交付されず、結果、富士病院と東部病院は２年間の合計で

２億８千万円の交付金収入がなくなりました。一般的に言われる市立病院の運営に関し、市

の負担額は人口１万人に対して年間１億円となるといわれており、市立病院の機能を多くの

診療科でカバーしている当法人は、その意味でも市立病院のない御殿場市の医療負担が

少なく済み、その結果として市の財政の黒字化に間接的に貢献していると言えます。御殿

場市が充実した市として不交付団体となり、反面、公的役割を果たす当法人の病院運営事

業は，財政的に窮地に追い込まれる事態となりました。 

そんな中でも不採算事業を初め、公益法人としての活動を更に強化し、広く住民の健康

増進のための啓発活動、小児科をはじめとする地域唯一の診療科の更なる充実等に邁進

しました。小児科においては、若手の小児科医師２名の採用が決定し、今後の地域小児救

急、入院受け入れの充実に繋げました。また運営が厳しくなった共立産婦人科医院につい

ては、平成２９年度事業で計画していましたが、保険医療機関認可の関係から開設が早まり、

本年３月１５日から当法人に統合し運営することとなりました。共立産婦人科は、地域唯一の

お産のできる施設で、産科の灯を消すことなく継続することは、まさに公益活動といえます。 

当法人は、『医療、保健、福祉、教育その他より良い社会の形成に関する事業を総合的

一体的に行い、地域社会の福祉の増進及び地域住民の生活向上に寄与する』ことを目的

に平成２６年４月１日に公益社団法人として認定を受け、より公益性の高い法人として各事

業を深い連携でつなぎ、一体の事業として展開してきました。不採算事業も、他法人が手掛

けない事業であろうと、市民の要望を優先し、公益法人としての活動として積極的に取り組

みました。 

さらにこの苦境の中で、あふれる医療情報と保険制度の改定（ＤＰＣ）に対応するために

富士病院は電子カルテ化に取り組みます。平成２９年７月病棟とオーダリングをスタートさせ、

１０月には外来の運用が始まります。患者様には導入当初、大変なご迷惑をおかけしますが、

何卒ご理解頂き、半年後には改善できたと評価されるよう準備中です。また富士小山病院

は一歩先に平成２８年度電子カルテ化を見据えたオーダリングシステムを稼働させました。 

３病院で市立病院の代わりを担い、より安全・確実で親切な医療を職員皆が培った技術

を持って診療を実践することで、すばらしい病院群が形成され、地域医療を守っていくため

に平成２８年度事業の基本方針として 

① 法人が運営する３病院とグループホーム、訪問看護ステーション各々の事業の技術

と水準を向上させ、地域医療構想を見据えて地域の中核的機能を果たす。 

② 他医療機関・行政・施設との連携を一層強化し、地域包括ケアシステムの動きに沿う
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形で東部病院に包括病棟を設置し、、急性期から在宅医療、介護までの一連のサ

ービスを包括的かつ総合的に循環するよう推進する。 

③ 広範囲な公益事業を各部門で積極的に取組む。 

これらの基本方針に沿って策定した事業計画に基づき、次の公益事業を実施しまし

た。病院の運営は大変厳しい状況下でしたが、公益活動による一般市民の利益を

確保でき公益法人としての目的は達成できました。 

 

公益事業の内訳 

１．病院・診療所の運営 

２．訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所の運営 

３．高齢者のグループホームの運営 

４．一般住民に対する医療健康づくりのためのセミナー、講演活動等 

５．医療人材の養成支援 

６．病院、施設等における各種相談助言 

 

１．病院・診療所の運営 

御殿場市、小山町の地域を中心に、地域医療の確保とこれを通じて地域社会の発展

に寄与することを目的として、二次救急医療、急性期医療、行政や住民の医療ニーズな

どに対応した診療科の開設運営、その他これらに付随または関連する事業等を一体的

に実施しました。 

現在、急性期疾患に対応する一般病床を持つ富士病院、一般病床及び療養病床を

持つ富士小山病院、一般病床及び腎臓病（透析）センター・血管創傷管理などの機能に

加え包括ケア病棟を取り入れる東部病院を運営しております。富士病院は今期も救急に

力を入れ、Ｈ２８年４月より３病棟を超急性期病棟、一般急性期病棟、在宅支援病棟に分

け、ベッドコントロールを機能させて受け入れ体制の強化を図りました。当初は救急の受

け入れの改善、平均入院患者数も増加し、医師たちの負担増はあったものの、成果が出

ておりましたが、退院支援病棟の退院が進まず、長期化し、ベッドコントロールの機能を

働かすことが出来ない場面が多くありました。今後の課題がいくつかあります。また IT 化

の遅れを今期取り戻すべく、電子カルテ化・オーダーリング化に取り組み、更に３年目の

静岡県看護協会が主催するワークライフバランス事業は成果として、労働環境の改善が

あり、労働意欲を向上できたと考えます。 

また赤字の原因の一つに、長期化の予測のできる患者様も急性期疾患があれば受け

入れており、急性期脱出後の転送先で転院がスムーズにいかず、満床状態となり、救急

患者をお断りするケースが増加しました。 結果、富士病院は在院日数が伸び、入院単

価が減少し、収入面で昨年を割り、更に診療の充実を目指し、医師、看護師を確保、メデ

ィカルクラークの増員などで人件費が増加、東部病院は入院患者の増加が得られず、２

病院ともに今期は大幅な赤字となってしまいました。 

この解決策は、３病院の機能分担と連携強化です。その中心として今期、東部病院に

地域包括ケア病室を計画し、病院の機能分担を早急に推し進める為の準備に取り掛かり

ました。ＰＴ，ＯＴ ，情報管理士を採用し、Ｈ２９年１０月からの整形外科の常勤医師も内

定しました。 
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東部病院と富士小山病院が救急に加え、療養、在宅に向けての患者様を収容するこ

とで、富士病院の満床で長期化してしまっている２割近いベッドが空き、急患を断らない

で対応することが可能になり、地域の救急医療体制が整備されます。この循環を作らな

い限り、法人全体の健全運営は得られません。 

富士小山病院は、小山町より６５，８１７，０００円の特例交付金を受けることで、小山町

との関係がより深まり、連携が更にスムーズとなり、小山町唯一の一般病院としての期待

が膨らんでおります。またオーダリングを導入し、電子カルテ移行も今後スムーズにできる

環境を構築しました。 

東部病院は常勤医師の採用はあったものの、期待通りの入院増には繋がらず、透析

の収益を外来・病棟で食いつぶしてしまう結果となりました。富士病院の救急の機能を充

実させるためには、東部病院、富士小山病院の救急の負担を徐々に緩和し、併せて、回

復した患者様を早期に２病院に転院させ、継続して治療、療養の流れを確立する必要が

あります。各々の病院で特色を伸ばし、機能分化を進め、患者の病態に合わせて、３病

院でよい連携と循環を作ることが法人の運営に不可欠と再認識しました。また強い連携を

持つ医療法人沙羅 東富士病院とは、認知症患者を含めた精神科疾患の対応で連携を

深め、また人的連携も強化し、平成２９年３月１５日付で統合した共立産婦人科とは、小

児科との連携も深めていきます。すべての事業が連携して行う一例として、産科で生まれ

て間もない新生児を、富士病院の小児科医が診察、先天性疾患等早期発見に繋げるこ

とができます。 

健診事業については、御殿場市、小山町の住民健診(特定健診、乳がん、子宮ガン

等)を中心に、最近の医療機器や技術力等病院の持っている機能をフルに生かした精度

の高い検査を実施し、その結果データを分析し、市の医療計画への反映や住民の疾病

予防と公衆衛生向上に寄与しました。また各種キャンペーンの他、腎不全予防のための

ＣＫＤ啓発活動など医療機関、住民の健康意識の向上のため活動も積極的に取組みま

した。 

 

富士病院の運営 

富士病院は、救急患者の受入件数は、年間９９１件（昨年１，０２２件）

でした。さらに沼津地区の内科２次救急の支援（広域救急）は年間 48日担当し、

救急車  １７８台を受入れました。内科以外にも外科は二次救急医療を引き続き

週 2 日受け持ち、加えて第２、第５土日の日当直の外科担当も実施しております。

循環器疾患は 24 時間 365 日緊急カテに対応し、古くなった第２カテ室の血管連続

撮影装置を更新しました。小児医療も、センターからの入院依頼を受け、緊急透析

をはじめ、吐下血などの対応もできる範囲で実施しました。また緊急内視鏡につい

ても看護スタッフの待機を設置し、検査、放射線、手術室、ＭＥも夜間対応可能な

体制で臨みました。放射線技師については富士病院で富士小山病院、東部病院の待

機も支援しております。 

スタッフ教育に関しても同様に注力、医療水準のアップを図りました。しかし、

看護師不足は改善傾向ではありますが継続し、ＩＣＵ室の活用は一時中止したまま

の状態です。平成２９年度後半にはハイケアユニットとして再開の準備を進め、３

０年度再開を目指します。 
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急性期医療以外にも地域で必要とされている医療の継続と診療内容の充実、診断

の精度を上げるための医療機器等の整備など診療レベルの向上に努めました。 

健診事業も全体的に増加し、出張健診も新たな企業が加わりました。健診専門医

師を採用し、検査結果に基づく診断、健康管理及び予防等実施し、治療に至る包括

的対応を行い、地域住民の健康予防対策室的な役割を実践しました。 

   しかしながら、満床でことわざるを得ないケースも多く、新入院患者数が激減、

平均在院日数が伸びてしまったことが収益悪化の主要因です。 

以上の結果として、一日平均患者数１２５．６人（昨年１２４．７人）となりま

した。平均在院日数１２．７日（昨年１２．１日）で昨年より増加しました。これ

は高齢者の救急の増加と、長期入院患者の他施設への転院がスムーズにいかない場

面があったことが反映しております。２５．２６年は１１．３日と１１．５日でし

たので１日以上増加しております。平均入院日当点は６，０７２点（昨年は６，１

８５点）一昨年は６，３９３点でした。 

医業収入については、外来収入が１，８９２，０５３千円（昨年比１．０１％増：昨

年度実績１，８７１，８４９千円）と微増、入院収入が、２，８３１，８９１千円（昨年比４％

減：昨年度実績 ２，９４９，３８１千円） でした。保健予防活動は、１７６，４０６千円（昨年

比０．６％増：昨年度実績１７５，３０３千円）と増収となりました。医業収益総額では５，１４９，

５２０千円の収入で昨年比０．１５％減となりました。 

医業費用については、給与費２，５７９，７２５千円（昨年比５．４％増：昨年度実

績２，４４６，５６２千円）となりました。材料費は１，６４４，８１７千円（昨年比

２．７％減：昨年度実績１，６９０，１１９千円、委託費は２５７，２８４千円（昨年比１９．

２％増：昨年度実績２１５，８１５千円）これは医師・看護師の紹介会社への紹介手数料の

増加が大きく影響しております。経費は６８８，４０４千円（昨年比１．５％減：昨年度実績６

９８，８６５千円）減価償却費は１１８，７０７千円（予算比１０．７％減：昨年度実績１３２，

９４８千円）でした。今期、医業収入も減収となり、経費も節減しましたがとても追いつかず、 

１９３，２５５千円の大きな経常損失となりました。 

この赤字を解消すべく、各部門より対策案を求め、解消計画として全７８項目の赤字解

消に取り組んでおります。市立病院がなくても、不安なく医療を受けることが出来る医療

環境を目指しての取り組みですが、行政からの支援なしでは黒字化は困難で、このまま

では、近い将来運営が行き詰まることは明白です。公益活動をしっかり行い、成果を出し、

役割を果たしながら、急性期病院の運営を担当して、頑張っておりますが、危機的状況

に陥っている事実を行政・市民の方にもご理解頂きたい。 

 

富士小山病院 

富士小山病院特別会計保険診療収入の内、療養入院収入(介護保険)は、昨年以上に

地域の高齢化や老老介護、在宅及び施設入所困難な医療度の高い介護者の増加等によ

り、1 日平均５８．４人とほぼ満床状態となり、前年を上回る収入となりました。介

護度の高い待機者も増えていますので、今後もこの傾向が続きます。 

   一般入院収入は、患者数は昨年より若干減少していますが、昨年に引き続き白内障

手術患者の減少に伴い収入も減少しました。 

外来収入は、平成２４年度からの患者数の減少傾向に歯止めがかからず、前年度比
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△１，８１８人の約１割の減少となっています。主な理由としては特に眼科患者の減

少が著しく、昨年度に続き、御殿場市内の眼科医院が新規開業したことによるものと、

小山町人口の減少傾向等が影響しているものと考えられます。以上のことから、医業

収益は前年比△２，９００万円余減収となりました。医業費用は人件費が常勤医師及

びコメディカルの増員等により前年比１，２００万円余増加し、経費全体で前年比１，

５００万円余の増加となりました。結果、約１，０００万円（前年比△４，４００万）

の利益計上とし、昨年度に引き続き、建物の老朽化に伴う建て替え資金の積み立て１，

０００万円を計上しました。ただし、昨年同様に小山町からの特例交付金６，５８１

万円が含まれており、助成がなければ、厳しい運営状況となります。 

昨年に引き続き、不育症の専門としての当院院長により、県主催の不育症セミナー

交流会が回数を増やし行われました。継続的な啓発活動等の結果、テレビ新聞からの

取材も受け、不育症の認知が広まり、それを受け県及び市町の助成も始まりました。

このような中、昨年に引き続き女性外来は、問い合わせも増え、６０８名と昨年比＋

８５名の増加となりました。 

   職員確保に関しましては、念願の常勤医師１名の採用が決まりました。しかし、看

護師の採用も含め、求人広告等のコストも４００万程かかりました。また、介護士の

確保も非常に難しくなり、来年度の新卒の確保が初めて不可となりました。今後も、

御殿場小山の企業誘致が活発となり高校新卒の確保は非常に困難となります。そのた

めに初めての試みとして、比較的人員が過剰な地域からの介護士確保を目的に、九州

（佐賀、宮崎）１３高校へ求人訪問を行いました。また、小山町唯一の病院として、

この地域に必要な医療介護サービスを恒久的に提供するために、継続的な医師及び職

員の確保を行う必要があります。そのために、厳しい収入の中、未来に向けた職員確

保のための職場環境の整備費用として、医療機器の導入や業務負担軽減のための昨年

度協議中であったオーダリングシステムを１０月より本稼働を行い、来年度の電子カ

ルテに移行に向けて準備を行いました。 

 

東部病院 

   東部病院は、平成２６年６月末に常勤透析医師が退職し、その採用活動を行ってまいりまし

たが、補充の無い中、２８年３月末に常勤内科医師が開業のため退職となり、２８年４月では当

院の常勤医師数はわずか２名となってしまいました。 

 御殿場市・小山町・裾野市に在る透析施設の中で、唯一夜間透析を行い、輪番制二次救急

病院でもある当院は、透析医療と医療業務の体制維持と継続のため、非常勤医師の雇用に

よりこの難局に対応いたしました。 

  透析患者の受入拡大をし、透析需要に応えつつ、７月並びに１０月に常勤医師が採用でき

ましたが、入院患者数の伸びには繋げず、医師紹介業者への支払い、厳しい契約条件等で

給与費及び委託費が大きく増額いたしました。 

  また、本年度は３階病棟病室の療養環境を大幅に改善する改修工事を終え、これからの高

齢化社会に対応するための地域包括ケア病室工事を、２９年度末開設に向け、スタートいた

しました。 地域包括ケア病室によって、地域の医療介護のネットワークに根差した活動をお

こなってまいります。 

   平成２８年度の医業収益は、１，０７６，３５４千円で、（前年比△２８，４５４千円）,当期損益は
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△１３９，７７１千円、（前年比△９６，２１９千円）となりました。 

外来全科は、延べ患者数４０，４４２名（前年比△２，６６３名）一日平均患者数１３０．０人（前年

比△７．７人）、収入については７１５，６０９千円、（前年比＋９，９９９千円）となりました。  

入院全科は、年間延べ在院患者数が７，１６９人（前年比△１，２１３人）一日平均入院患者数

は１９．６人（前年比△３．３人 ）となり 入院収入は２７６，１９６千円（前年比△１６，６７１千円）

でした。 

透析収益は外来が５４８，９４１千円、（前年比＋３２，１５０千円、収入構成比７７％）延患者

数１８，２５０名（前年比＋７６６名）、入院が９８，４３０千円 延患者数２９３２名（前年比＋８７０９

千円 延患者数＋１６０名 収入構成比３５％）となりました。 

当院の特徴の一つである『足外来』は、より専門化が進行しており、入院収益比も４２％を

占めるまでとなっております。 

  

  共立産婦人科医院 

 昨年の理事会・総会で当法人の運営が決まっておりました共立産婦人科医院は、保険医

療機関の許認可の関係で平成２９年３月１５日より、運営を当法人で行うことになりました。 

昭和３５年に開設、現在では御殿場市、小山町で唯一のお産のできる施設として、年間３５

０件程度のお産をおこない、この地域の産科医療を支えております。 

運営面では、近年の少子化の影響で出産数の減少から収入も減り、人件費の増加も加わ

り経営は年々悪化。加えてベテランの先生方の負担も多く、また将来の安定運営には医師の

確保が不可欠でした。昨年９月、富士小山病院の牧野院長の口添えで、聖マリアンナ医科大

学産婦人科教授に医師派遣を依頼し、公益法人が将来運営する診療所であれば出しやす

いとして、週２日の日当直勤務医師の派遣が実現しました。また同様な理由で、平成２９年４

月１日より、一般公募で常勤医師の採用も決まり、新しい共立産婦人科が誕生しました。収益

面では賃料などの経費的な改善もあり、１年目については、患者増加は平成２９年度後半か

ら期待でき、平成２９年度は収支トントンを目指して運営します。 

 

1-1 一般外来 

富士病院の外来については、診療精度の向上を目指し、各種検査の機器の更新を積

極的に行い、また、コメディカルの技術向上を推進した結果、診断・治療能力は着実に

進みました。当会では各種検査結果は当日治療に反映できるよう努めており、結果、迅

速な診断を可能にしております。加えて、待ち時間対策としてサテライト入力を導入、診

察・スタッフの動線の改善により待ち時間短縮が進み、患者様のスムーズな受診に繋がり

ました。しかし、患者様増加の対応に追われる場面も多く、顕著な改善とは言い難い状

況で電子カルテ化が急がれます。富士小山・東部病院は患者数横ばいでしたが、専門

外来など特色を持った外来は定着してきており、他医院からの紹介も増加している。 

【平成２８年度実績】（  ）は昨年度実績 

一般外来数 

  年間延受診者数２５２，８５７人（昨年２４７，２２３人） 

富士病院１７０，３２４人（昨年１６１，２４５人）、富士小山病院４１，３９２人（昨年４３，

２６９人）、東部病院４０，４４２人（昨年４２，７０９人）、共立産婦人科６９９人（３月１

５日から３月３１日まで） 
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１日外来平均患者数 

富士病院５８３人（５４７人）、富士小山病院１２４人（１４７人）、東部病院１２９人

（１３６人） 共立産婦人科４５人  合計８８１人（８３０人） 

1- 2 健診事業 

一般健診、人間ドック、特定健診、婦人科健診、小児健診など幅広く当院の診療体制を

活用した健診が行われた。 

【平成 28年度実績】 

  特定健診受診者数 3,666 人（2,713 人） 

     富士病院４８２人（５２６人）、富士小山病院１，０３０人（１，０７２人）、 

東部病院 １，１５４人（１，１１５人）、    

マンモグラフィ－健診２，４６３人（２，１８２人） 

富士病院１，１２６人（１，２８１人）、富士小山病院６０３人（５３０人）、 

東部病院７３４人（３７１人） 

子宮ガン検診 １４３４人（１，０８１人）富士病院 1,178 人 共立産婦人科 169 人 

1- 3 救急医療 

     富士病院では沼津・三島・裾野の内科広域救急担当を月 2回実施した。 

救急車受入件数は 富士病院 991人（1,022人）、富士小山病院174人（199人）、東部

病院 88 人（122 人）合計１，２５３台（1,343 台） 

【平成２８年度実績】 

（救急センターからの転送・他地域・病院からの搬送も含む） 

・疾患別 3病院    合計  

       心疾患        ２２４人（２１１人）  呼吸器疾患  ２２８人（１７７人） 

       消化器系疾患  １６１人（１５１人）  脳血管疾患  ４８人（６３人） 

       小児救急      ４８人（４５人）    外傷系      ４０ 人（６４人） 

       中毒           １６人（２０人）   不明       ２９人（３５人） 

       その他        ４５９人（５５６人）  合計       １２５３人（１，３４３人） 

・休日・時間外救急対応件数  １，７７４人 （１，９７７人） 

富士病院 １，５０２人（１，６７９人）、富士小山病院２０８人（２１０人）、東部病院 ６４

人(８８人) 

・広域救急救急車受入件数１７８件（昨年２０２件） 

1-4 在宅訪問診療 

    地域医療構想と地域包括ケアシステムの推進の中でで、高齢者の方々が、安心して疾

患に対応した医療・介護の提供が受けられるよう支援し、加えて見取りの問題も包括的に

支援する仕組みを徐々に構築するように進めました。連携している施設と連絡を密に取り

ながら、在宅・施設でその人らしい生き方で暮らせるよう、訪問看護ステーションとも連携

して支援してきました。たとえば富士病院では施設入所者の身体情報をあらかじめ連絡

をもらい、万一の対応を当直医に連絡しており、急変時の受け入れをスムーズにしまし

た。 

【平成 2８年度実績】 

施設訪問診療件数９施設（１０施設）訪問診療患者数１０１人（２０１人） 訪問診療回

数２，３３９ 回（２，３１８回） 
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1-5 医療協力・派遣・ボランティア 

当法人は他の病院・医院や行政・学校・企業からの医療協力・医師や看護師、技師の

派遣・ボランティア派遣の要請などを可能な限り受け、地域医療の向上と各種ボランティ

ア活動を通じて助け合いの精神の普及に努めました。 

 【平成２８年度実績】 

・御殿場市救急医療センターへの一次救急医療代行（年３回） 

・救急センターの当直スタッフ派遣 

小児科医師 ５０日（５０日）  外科医師２０日（２４日）   

放射線技師派遣１３１日（１３９日） 

・地域医療機関・施設への定期スタッフ派遣協力 

医師 ７施設（富士宮市立・徳州会大和・オレンジシャトー他５施設） 

放射線技師４施設（東富士病院・富士山麓病院・裾野第一クリニック他）  

言語聴覚士１施設（社会福祉法人富岳会） 

臨床検査技師２施設（こうえい痛みのクリニック、共立産婦人科医院） 

・医師会行事への医師・看護師派遣、緊急時受入 

予防接種.乳幼児健診２２回（２４回） 

・学校医 校数８校 校医出動件数１３回（同数））高松５回、 

マラソン大会・体育大会など看護師派遣３日（１４日）  

・診療協力（医師会経由含め催し物患者受け入れ）１２件（１２件） 

・災害時ホランティア活動 

リレーフォーライフ参加人数 ２人（２人）   

・募金活動金額（ユニセフ募金・ハートフル募金等） 

２４，５８８円（６３，２０６円） 

・地域防災訓練支援（看護師・放射線技師派遣） ５人（４人） 

・高校等への医療担当看護師派遣）１件（１件） 

1-6 オープンシステム事業 

地域に開かれた病院として、オープンシステムをいち早く導入し、地域全体の医療の

質の向上に努めている。近隣の診療所・病院の医師が、当院医療機器を共同で利用し、

当院専門医の診断などを付けてお返しする等積極的に取り組む。共同利用の医療機器

は内視鏡・カテーテル検査・MRI・CT・ホルター心電図等広範囲であり、他病院・診療所

における不足の部分を当会でカバーすることにより、地域で効率よく安全で質の高い医

療を展開できることに貢献しています。 

【平成 28年度実績】 

他施設からの依頼 

ＣＴ依頼施設数２４施設（１８施設）          ＣＴ件数 ４０５件（３８３件） 

ＭＲＩ依頼施設数１４施設（１１施設）         ＭＲＩ件数２１０件（２４４件） 

エコー依頼施設数７施設（８施設）          エコー件数３９件（２８件） 

大腸内視鏡検査依頼施設数１４施設（１３施設） 大腸内視鏡件３５件（４６件） 

胃内視鏡依頼施設数８施設（５施設）          上部内視鏡件数１７件（１３件） 

冠動脈造影依頼施設数４施設（６施設）       冠動脈造影件数 ２０件（１９件） 

その他依頼施設数 ７施設（１５施設）         その他件数  ９３件 （６７件） 
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依頼施設数合計  ３７施設（７４施設）      依頼件数７３６件（７４６件） 

 

1-7 専門領域    

① 循環器医療 

日本循環器学会の循環器専門医研修施設として、２４時間３６５日体制で循環器

科医師を配置し、緊急の心筋梗塞等にいつでもカテーテル治療の対応ができる体

制を整えてきました。また、心臓バイパス術、弁置換術など心臓センターとしての機

能を充実させ、循内と心外がチームとして合同で地域の心疾患をカバーする医療を

提供しました。平成７年に“地域住民の心臓をわれわれで守る”という強い理念でスタ

ートして２０年以上経ち、最高水準の循環器治療ができる病院としての地位を確立し

つつあります。またアブレーション治療［経皮的心筋焼灼術］の中でも発作性及び持

続性心房細胞に対する治療を中心に３Ｄマッピングシステムを用いて成果を出して

おります。また第２カテ室の血管連続撮影装置を更新し、鮮明な画像で、救急が重

なったときでも対応できる環境となりました。スタッフ教育の問題で、並行稼働が難し

い面は改善していく。 

【平成２８年度実績】 

急性心筋梗塞 ６６例（１０４例）   救命率 １００％（１００％）  

冠動脈造影法（CAG）３６６例(４０６例)、 

経皮的冠動脈形成術４０５例（４３９例） 

心筋焼灼術８３例（７６例）、経皮的血管形成術（ＰＴＡ）５２例（４４例） 

ペースメーカー埋め込み術３２例（３６例） 

心臓バイパス術等開胸術３３例（２４例）  

ＦＦバイパス、ＦＰバイパス１２例、下肢静脈瘤１３４例（１４０例）、 

シャント手術例１０３例（８７例）、血管外科、皮膚形成他６６例   

②小児科  

当会の富士病院は、この地域で唯一小児科の入院ができる施設である。医師の

待機は２４時間３６５日体制で急病患者に対応した。東海大学の派遣で２名の常勤

医と５名の非常勤医師で対応してきました。平成２９年から若手医師２名採用内定、

更に小児医療の充実に繋がります。 

【平成２８年度実績】 

緊急入院件８３例（７４例）、各種予防件数２，１２９件（１,９５１件） 

乳幼児健診１９９件（１７７件）、脳波検査７１件（６０件） 

インフルエンザ５３６件（５００件） 

③呼吸器内科 

当地域は呼吸器疾患の患者が多く、また、専門的な診療ができる病院は、唯一富

士病院だけである。昨年度呼吸器内科常勤医師が退職し、昭和大学から非常勤

医師の派遣で平成２８年度は乗り切りました。引き続き常勤医師の雇用に努めま

す。 退職した常勤医師も非常勤として診療に協力頂き、睡眠時無呼吸疾患の検

査を再開する予定。内科の先生方の負担が増加しました。 

【平成２８年度実績】 

在宅酸素療法患者数 ９０名（９６名） 
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無呼吸症候群治療患者実数１３名（１５名） 

④糖尿病内科 

日本糖尿病学会認定教育施設として、チームで糖尿病指導に当たり、その管理

に傾注しました。また、各種糖尿病に関するイベントを開催し、富士病院の患者会で

ある“ごてんばふじの会”を中心に活発に啓発活動を行いました。スタッフ育成につ

いては、糖尿病療養指導士を育て、スタッフ一人ひとりの技術の向上にも力を注ぎ

ました。患者様の教育入院では療養指導チームによる療養指導と並行して、糖尿病

の成因、病態、合併症などの全身精査を行い、患者様の病態に合わせた最適な治

療を行いました。 

【平成２８年度実績】 

糖尿病受診患者延数８，３７０名（ ６，１２８名） 

⑤消化器内科・消化器外科・肛門科 

当法人では、消化器全般の疾患を正確な診断をもとに診療、治療方針を決定、十

分な説明をもとに、患者様にとってより良いと思われる診療を心掛けてきました。 

最新の６４列CT、1.5テスラMRI、内視鏡、超音波機器、各種血液検査機器これらを

操作する熟練したコメディカルが精度の高いデータにより手術方針が決定し、救急医

療にも繋がっております。 

内視鏡を中心として癌の早期発見に努め、手術も積極的に実施し、症例は年々増

加しております。また、肛門科におけるジオン注射など特殊な手技も積極的に取り込

み実施しました。 

【平成２８年度実績】３病院合計 

上部内視鏡検査３，１４６件 （２，９３７件）  

大腸内視鏡検査１,２９９件（１,３０２件） 

ポリープ切除術 １７９件（１６８件） ＥＲＣＰ４９件（３９件） 

ＥＳＤ １件（５件）、吐下血緊急入院２８件（３６件）、穿孔２件（２件） 

腹腔鏡下胆嚢摘出術２３件（２１件）その他腹腔鏡下手術２１件、人工肛門増

設６例（１１例）、胃癌切除術８件（７件）、イレウス ８件（１１件）虫垂８件（１９件）

他１３３件（２００件）、鼠径ヘルニア７５例（１９件）、 

消化器系手術合計２８２件（２８８件）、全麻症例２３３件（２３５件） 

肛門科・・外来ジオン注射療法 ６例（１９例） 

⑥乳腺外科 

検診から診察、検査、手術、化学療法、リハビリ、患者会による心のケアに至るまで

一貫した診療体制で、乳がん撲滅のために検診・診療・相談指導・啓蒙活動などを実

施した。またトモシンセシス対応マンモグラフィーは精度の高い画像が得られ、乳がん

の早期発見に大変役立ちました。 

【平成２８年度実績】 

乳房切除術（温存）１０件（３１件）、乳腺腫溜摘出１３件（３０件）、その他６例（４

例） 

マンモグラフィー検査 ４，６８６件 

マンモトーム   ８５例（５４例） 

⑦泌尿器科 
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当地域で唯一の泌尿器科の入院ができる施設であり、皮膚排泄機能認定看護師に

よる指導も実施している。癌手術症例も多く、化学療法患者・結石破砕治療患者も多

い。また、新規導入したレーザー破砕装置と軟性鏡による治療は患者様の負担を軽

減し、治療成果も大きく、地域唯一の治療として注目を集めております。 

【平成 28年度実績】  

膀胱腫瘍摘出術２５件（３６件）、尿管ステント留置術６３件、経尿道的前立腺切

除術レーザー８件、他１７件、 前立腺肥大切除術  件（２３件） 

その他４６件（１１６件） 、尿管膀胱結石破砕術２３件（８３件） 

手術件数１８２件（２１７件）内全痲件数６２件（６７件） 

⑧眼科 

最新の検査機器を導入し、広範囲の眼科診断治療を実施しました。OCT による視

神経・神経線維層解析が可能になり、緑内障の診断・治療評価の精度向上、パターン

スキャニングレーザーの導入により、網膜光凝固術に伴う苦痛が大幅に軽減され、患

者様の評判は大変高く、利用が増加しました。また、手術も白内障意外に緑内障に対

してのレーザー・濾過手術や眼底疾患に対して硝子体注入療法や網膜光凝固術等

を行った。 

【平成２８年度実績】 

白内障手術６４５件（７３５件）、緑内障手術 ４件（１件）、網膜光凝固術２０件（１０

件）、硝子体注入・吸引術 29 例 

⑨人工透析 

御殿場市・小山町及び裾野市において当法人は唯一腎臓内科専門医による導入

管理から急性期の合併症に対応。さらには外来透析患者の急変（骨折・心疾患・消化

器系・脳疾患等）に緊急透析が出来る体制を２４時間３６５日整えている。今年度は導

入患者が多かった。 

【平成２８年度実績】 

入院透析  ５６人（２５人）延べ日数８，１８０日（３，８３９日） 

外来透析 １８２人（ ２０７人） 延べ透析回数３０，７０３回（３０，７０３回） 

内夜間透析 ３０人（２６人）※人数は３月３１日現在 

透析導入件数 ７９人（６５人） 

入院受入３０６回（２９０回）   死亡件３９人（３７人） 

   ⑩整形外科 

  １．５テスラＭＲＩと６４列ＣＴを活用してできるだけ早期に正確な診断･治療を開始し、リ

ハビリテーションに繋げて、早期機能回復を目指した診療を実施しました。脊椎脊髄外

科指導医のもと、手術症例が増加し、新しくなった手術室を活用しております。人工膝

関節置換術、関節鏡下検査等も積極的に行い、加えてモザイクプラスティーを使用した

骨移植術にも取り組み、骨再生に効果的な低強度パルス超音波療法の採用など新技

術も積極的に取り入れた治療を行いました。1 名の常勤医師の増加があり、症例は増加

傾向となる。 

【平成２８年度実績】 

      人工膝関節置換術      ８例（７例） 

      股関節人工骨頭手術    １２例（６例） 
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      大腿部骨折          ３７例（２５例） 

腰椎ヘルニア手術      ６例（６７例） 

頚椎手術           １６例（１８例） 

 関節鏡（膝･肘）検査     ３０例（１１例） 

      腰部脊中間狭窄症手術   ４６件 

 その他            １５８例（１７３例） 

手術件数          ２６７例（２７７例） 

 うち全麻件数        ２０７例（１５０例） 

 

1-8 療養病棟 

富士小山病院療養病床６０床利用率９５％（昨年９６．６％）今期も生活困難者・生活保

護受給者の受入を積極的に行ったが、今期は減少した。 

【平成 28年度実績】 

月平均入院患者数  ５８．４人（５８人） 

内生保患者       ４人（６人） 

 

1-9 医療従事者による調査研究・学会発表 

臨床より得られた研究課題について、研究し、得られた成果を学会・研究会で発表し、

医学の発展に貢献した。 

【平成２８年度実績】 

医師   ２９件（１８件）（日本腎臓学会、他） 

看護師  ５件（４件） 

その他  ４件（６件）（日本慢性期医療学会 他） 

     合計  ３８件（２８件） 

1-10 一般入院 

富士病院の入院患者数は順調に伸び、さらに昨年２月より超急性期、急性期、退院支

援病棟と病床を区分けし、病棟管理師長を配置して救急受け入れ体制を確保すべく、

ベッドコントロールを効率よくまわしていくことで救急患者、紹介患者の受け入れ体制の

強化を図り、取り扱い患者数の増加を図りました。しかし、機能分担が医師不足などの影

響で東部病院、小山病院とも取扱い患者数が少ない状況が継続し、経営への影響が大

きかった。 

入院延べ患者数 

1 日平均取扱患者数 １６８人（１６７．０人） 

 富士病院 １２４．６人（１２２．０人） 富士小山病院  18.5 人（18 人）  

東部病院   ２４人（２７人） 共立産婦人科３．５人（３月１５日から３１日まで） 

平均在院日数  

 富士病院 １２．７日（１２．１日）  富士小山病院 １８．７ 日（13.1 日）  

東部病院  １１日（１３日） 共立産婦人科５日（３月１５日から３１日まで） 

 

年間新入院件数  ４，４１３人 (4,545 人) 

 富士病院 3,355 人（３，４９０）人 富士小山病院 ６２７人（６６６人）  
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東部病院  ４２２人（３８９人） 共立産婦人科９人（３月１５日から３１日まで） 

 

２．訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所の運営 

「その人らしさを大切にする看護」を理念とし、家族と共にその人らしく在宅で過ごしたい

という願いに寄り添い、幅広い訪問看護活動を行っています。また、御殿場、小山地区は、

開業医、勤務医が非常に少ない為、医療情報を地域に伝えるという役目も担ってきました。 

富士病院の訪問診療に同行し、利用者、家族、主治医とのパイプ役として在宅医療を支え

ています。在宅における訪問看護の必要性は高く、小児から高齢者まで多種多様な疾患や

医療処置に２４時間３６５日対応しています。 

利用者数は、平成２７年度の利用者数は、月平均９９,５名、訪問件数は６，３６６件、平成２８

年度の利用者数は、月平均８９．３名、訪問件数は５，７０４件でした。施設数の増加や訪問

看護ステーションの新設など地域移行推進の中、今後も、家族の介護負担を考慮し、その人

らしく在宅生活を継続できるよう支援を続けることが重要です。同時に医師を含む多職種との

連携を円滑に行い、地域の方々の要望に応えられるような体制作りを継続していきます。 

在宅でのリハビリテーションの必要性も更に増加し、理学療法士は、機能訓練強化、言語聴

覚士は、嚥下訓練、誤嚥性肺炎予防等訪問リハビリテーションを積極的に取り組みました。 

【平成 28年度実績】 

（地域連携活動） 

  利用者数           ： １,０７１人（１，１９４人） 

  指示書依頼医療機関   ： ２５施設（２４施設） 

  訪問年間回数        ： ５，７０４（６，３６６件） 

  夜間休日相談回数     ： １５９件（１５６件） 

  夜間休日出動回数     ： ２１８件（２０２件） 

  サービス担当者会議出席 ：  ７０件（７９件） 

静岡県訪問看護ステーション協議会主催の訪問看護電話相談 

御殿場看護学校へ講師派遣（２人） 

訪問看護実習生の受け入れ（御殿場看護学校）２９名 

職場体験（御殿場西高校 １人） 

医療機関の看護師等研修（１人） 

看護職員管理者の相互研修（２人） 

グループホームごてんば健康チェック（１回/週） 

 

併設の居宅介護支援事業所では、介護支援専門員（訪問看護師と兼務）が利用者の要望

に基づいてケアプラン作成に当り、サービスの調整を行いました。 

居宅介護支援 

  ケアプラン作成件数 ： ４９件 

介護支援専門員（５人）在籍し月１回の介護支援専門員連絡協議会に出席 

御殿場市介護認定委員（１人） 

御殿場市介護保険運営協議会委員（１人） 

介護認定調査員（２人）認定調査施行 

介護支援専門員在宅医療研修（２人） 
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３．高齢者のグループホームの運営 

  "グループホームごてんば”は、開所から１５年になります。認知症の入居者、一人ひとりに

合わせた介護をするために、スタッフ間で話合いを重ねながら柔軟に対応しています。 

  年間で入居者５名・退居者４名です。退居者は入院中に亡くなった方１名です。入院対応

は７回行い、すべての入院日数を合計すると、４９１日となっています。 

  入居時より、病状が非常に重い持病を抱えている方が多いため、受診や入院の対応も多く、

職員の業務負担が増えています。 

  重度化しても、家庭的な環境の中で日常生活の援助を行い、認知症の進行を穏やかにし、

訪問看護ステーションと連携して健康管理を行いながら、明るく楽しい生活を送って頂いてい

ます。 

 地域密着型サービス事業所として、運営推進会議を年間６回開催し、様々なご意見を参考

にしながらサービスの質の向上を行っています。運営推進会議を利用して、地域との連携が

円滑に行えるよう活動しました。 

 

研修研究活動 

職員の研修においては、様々な研修に参加し、研修後は内部研修を兼ねた報告会を行

い職員のキャリアアップを行いました。 

地域貢献活動として 

   グループホームごてんば便りを発行し、家族の方々、地域・連携施設などに配布して活

動報告を行いました。 

  地域の方からボランティアの参加希望があり、積極的に受け入れ福祉の心を共有して頂

きました。 

  近隣の御殿場聖マリア幼稚園との交流を通じて、幼児から歌やお花などのプレゼントを

頂き、入居者の笑顔が印象的でした。 

 介護についての疑問・相談を無料で受け付け対応しました。 

    認知症になっても、安心して暮らせる地域を作る啓発イベントのＲＵＮ伴ＴＯＭＯ－ＲＲ

ＯＷ（ラン伴）に参加しました。 

 

【平成 28年度実績】 

入所者平均人数 ７人（７．５人）・・・定員は９人 

介護度５は０人（１．２８人）、介護度４は２人（０,９８人）、介護３は 1 人（３．

００人）、介護２は１人（１．２８人）、介護度１は２人（０．９人）要支援０人（０

人） 

運営推進会議  ６回（６回） 

お花見などの催し年５１回（３７回） 

ホーム便りの発行６回（６回） 

   たくさんの催しが出来て、楽しい生活を利用者様に送って頂けたのが、一番です。 

 

４．一般住民に対する医療健康づくりのためのセミナー・講演活動等 

4-1 セミナー・講演活動  
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健康長寿社会づくりのため、地域住民を対象とした健康管理や病気の予防についてのセ

ミナーを主催したり、諸団体等が主催する講座に医師、看護師等を講師として派遣し、住民

の医療や健康についての知識の向上に努めました。 

【平成２８年度実績】 

 医師（市民健康大学、糖尿病教室など） １９回(１４回)、看護師 ７回（１０回）、コメディカ

ル  １５回（２５回）、  合計 ４１回（４９回） 

 

4-2 健康キャンペーン 

地域住民の健康増進を図ることを目的とし、当法人の看護師及び医師の協働によるキャ

ンペーンを地域の特徴などを踏まえて実施しました。 

相談コーナーの開設、血圧測定、血糖値チェック、血流測定、試供品の提供等病院内や

市民交流センター等を会場とし無料で行なった。このほか、地域医療や生活習慣病に関す

る普及啓発も行いました。 

【平成 28年度実績】 

健康フェスタふじおやま 小山町総合文化会館    １９４人（８９人） 

しゃくなげ祭（東部病院）                   １０１人（３１０人）                            

      ウォークラリー等（糖尿病キャンペーン）            ４０人（３５人） 

     糖尿病教室                          １３５人（１２２人） 

 

５．医療人材の養成支援 

5-1 医療関係の実習生受入指導 

病院では、大学や専門学校からの医学生、看護学生等の実習受け入れ、救急救命士の

実習受け入れを行い医療に係る人材の育成を支援しています。 

また、訪問看護ステーションでは、静岡県立静岡がんセンターと連携して認定看護師教

育課程の緩和ケア実習指導を担当し、看護師の資質向上に貢献しています。 

特に地元御殿場市医師会が運営する御殿場看護学校の運営等にかかわり、学校の講

義においては当法人の医師、看護師等有資格者３１人を派遣し、看護師養成について最

大限の協力を行ないました。 

【平成 28年度実績】 

・昭和大学・東海大学他から医療関係学部の実習を受け入れた。 

医歯学部 １８人（２０人）、薬学部１４人（１８人）、臨床検査技師 １人（１人）、臨床

工学士１人（２人）、理学療法士 ２人（５人）、言語療法士 ０人（１人）、看護師 ９ 

人（１０人）、社会福祉士  人（１人） 救命救急市 １５人（１３人） 

・御殿場看護学校他 

延実習人数   ２９８ 人       実習日数  １５７日 

非常勤講師人数    ２９人（３１人）     担当時間数５４４時間（５５３時間） 

5-2 セミナー・講演活動  

地域の医療従事者の資質向上やより高度な知識の習得のため、当法人、医師会や看護

協会等の関係団体が主催する医療従事者を対象とする研修会に当法人の医師ほか医療

従事者を講師として派遣した。また、公開講座として地域病院・医療機関を対象に公開講

座を開催した。ホームページにも掲載し広く呼びかけた。 
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  【平成 28 年度実績】 

医師による講演（医師会・薬剤師会など）２５回（３１回） 

看護師による講演 ９回（１７回）〔内視鏡技師他〕 

コメディカルによる講演〔放射線技師会・超音波技師等〕 ８ 回（８回） 

他部門  ６ 件（０回）  

合計  ４８回（５６回) 

5-3 出前授業 

地域の中学校・高等学校に出向き、医療に関わる仕事の意義等について講義を行い、

将来の看護師ほか医療従事者を目指す生徒が増えるよう啓発活動や命の大切さの教育

をするなど出前講座を行う。医療従事者について、さらに興味を持った若者に対しては、

「5-5 職場体験実習」に参加する道を開いている。今期は学校から依頼がなかったため

実施しなかった。 

 

5-4 職場体験実習 

地域の中学校、高校、社会福祉人材センター等が行っている職場体験学習を積極的

に受け入れました。 

【平成２８年度実績】 

   高校生高校 １２校（６校）    学生数 ３０名（１３名） 

中学校 数  ９校（７校）    学生数 ２０名（２０名）  

他団体   ３団体（１団体）  参加者数 ５名（１名） 

 

5-5 看護学生への奨学金の貸与 

御殿場看護学校等の看護師養成施設学生を対象に、当法人の創案により地域の病院が

連携して奨学金貸与を実施しました。また、７月より学生の支援の充実を図り、病院部会に

奨学金の返還を全額免除することを提案し、決定しました。 

  【平成２８年度実績】 

御殿場看護学校(３学年定員９６人) 学生 １６人（１６人）、 

その他看護学校生                ３人（４人） 

富士リハビリ専門学校     ＯＴ       １人（１人） 

６．病院、施設等における各種相談助言 

6-1 医療についての技術、各種の相談・助言 

当法人の地域医療ネットワーク（他の病院、開業医、高齢者施設等を含むネットワーク）を

活用して、患者と家族にとって最適な医療を受けられるように、住民を対象として相談助言

を行なっている。医療機関や施設からは、摂食障害に関する相談、子供の発育・病気に関

する相談、グループホーム・個人からは、認知症に関する相談、在宅支援ナースに関する

相談、通院中の患者または家族からは就職相談・社会資源活用のための相談、退院後の

生活相談・経済的な相談、患者の家族からは、排泄障害に関する相談等がある。基本的に

はすべて無料で対応しました。 

 【平成２８年度実績】 

  地域医療連携室経由相談件数        ９，８７６件（９，８５９件） 

  他院より紹介                   ４，８１２件（３，４０３件） 



                  17 

  他院への照会介護棟に関する相談件数  ２，４７４件（２，９９５件） 

  ケースワーカー相談延件数         １２，３３８件 

  介護棟に関する相談件数           １，７８０件（１．３０１件） 

  医事課相談件数                  ７６件（２５１件） 

6-2 生活困窮者等への支援 

経済的な理由で必要な医療サービスを受ける機会が制限されることがないよう、生活困

窮、心身障害、高齢等の患者に対して、病室料差額等の減額・免除の制度を実施する。 

平成 12 年１月から子育て世代の負担軽減のため小児科の病室料は無料とした。 

 【平成 28 年度実績】 

   生活困窮者の室料等の減免件数      ３７０件（２５４件） 

   生活困窮者の室料等の金額    １０，３３８，４２０円（１０，１０４，４８０円） 

   小児科室料の無料化         ３，３５４，５４０円（３，４１２，５６０円） 

   老人施設居室              ２,１１１８５６円（１,５８０，４２９円） 

 


